
Press Release
報道各社 御中

令和５年１０月１６日

与 謝 野 町

1/2

令和４年度及び令和５年度固定資産税につきまして、システム処理で適正な処理がさ

れないまま課税を行い、一部の土地に対し固定資産税額の算定に誤りがあることが判明

しました。

報道関係者の皆さまにこの経過及び内容等につきまして次のとおりお知らせします。

１．概要

令和４年度固定資産税の当初課税に向けた電算システム処理において、本来であれば

令和４年度から反映すべき変更内容が、次回の評価替え年度である令和６年度に反映さ

れる誤ったシステム上の設定となり、令和４年度時の正しい評価額がシステムに反映さ

れず、令和４年度及び令和５年度の一部の土地の評価額及び税額に誤りが生じたもので

す。

２．経過

令和５年８月末に「令和６年度評価変動割合」に係る調査表を作成するにあたり、評

価替え年度である令和６年度から急激に評価額が変動する物件が複数存在したため、原

因調査を行ったところ、令和４年度及び令和５年度固定資産税の課税誤りがあることが

判明したものです。

原因としては、令和３年度に令和４年度課税に向けたシステム処理を行う際、土地の

評価地目の見直し等の移動処理を誤ったことにより、適正な評価単価が計算されていな

いことによるものです。

なお、以下の対象件数と影響税額につきましては、該当する土地について見直し再度

検証、システム処理したものであり、その結果、税額の増加、減少となりました。

固定資産税（土地）の課税誤りについて
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３．対象件数及び影響税額

(1) 対象件数

土地：１２４筆 納税者：６９人（個人：６５人 法人：４団体 ）

(2) 影響税額

※固定資産税の変更により、国民健康保険税においても１１人の税額に影響が生じます

４．今後の対応

職員が該当する納税者へ個別訪問、また電話及び文書により、今回の経緯を説明しお

詫びするとともに、可能な限り速やかに増額分の納税を依頼し、減額分の還付手続きを

行ってまいります。

今後、このような課税誤りを発生させないよう、固定資産税課税に向けた電算システ

ム処理では、複数の職員による内容点検を徹底し、職員の知識向上に努め、再発防止に

全力で取り組んでまいります。

山添町長のコメント

このたび、与謝野町固定資産税におきまして、職員のシステム処理誤りと確認不足に

より、令和４年度から令和５年度にかけて、評価に誤りがございました。過大徴収とな

った皆様には差額をお返しするとともに、過少徴収となった皆様には不足分を改めてご

納税いただかなければならないということで、大変ご迷惑をおかけすることになり誠に

申し訳なく思っております。

今後、職員の資質の向上を図り、町民の皆様の信頼回復に全力を挙げたいと考えてお

ります。

区 分 対象人数 影響税額（更正年度：令和４・令和５年度分）

増額更正 ３７人

８０２，７００円

※１所有者あたり、最大４４２，２００円、

最小３００円

減額更正 ２６人

△１３７，５００円

※１所有者あたり、最大２７，３００円、

最小１００円

税額変更なし ６人
課税標準額又は税額の端数計算等により、年税額に

変更がありませんでした。

合 計 ６９人 ６６５，２００円

問い合わせ先

与謝野町役場 住民税務課 吉岡

電話：０７７２‐４３‐９０２０


